別紙様式
平成23年度当初予算　　　支出科目　款：総務費　項：防災費　目：防災総務費
	事業名:防災サポーターズ強化等支援事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　知事直轄　危機管理部門　防災課　防災担当　電話番号：058-272-1111（内2747）

　　　　　　　　　　　E-mail：c11115@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：1,044千円（前年度予算額：481千円）

	事業内容


	１　事業の内容


　「自分の命は自分で守る　みんなの地域はみんなで守る」という防災の基本理念の浸透と地域防災力育成強化を図るため、災害図上訓練の指導者養成等の事業を推進している。
（１）災害図上訓練（DIG）指導者養成講座

　災害図上訓練は、県民に自分たちの住んでいる地域における災害時の危険箇所、避難所の位置などを知っていただき、自ら避難経路や避難方法考えていただく訓練であり、自助、共助の取組みを行ってもらう契機として有効であることから、主に地震災害を対象とし、平成16年度から実施している。

　災害図上訓練を多くの地域で実施できるよう、平成22年度に引き続き指導者の養成を行う 。
（２）『災害図上訓練（DIG）風水害スキルアップ養成講座』　

　平成22年に発生した「７・１５豪雨災害」の検証結果から、広く県民の方々に、避難勧告等の意味、地域の水害の危険性や避難経路などを知っていただき、迅速・的確な避難行動をとっていただくため、洪水ハザードマップや土砂災害ハザードマップ等を活用した災害図上訓練を実施する必要がある。

・これまで実施した「養成講座」は、「短期的・局地的豪雨災害」についての対
　処など、風水害の専門的な講義を行っていない。

・平成23年度は、「短期的・局地的豪雨災害」についての知識、風水害を対象と　

　した災害図上訓練を実施するための技術の取得を目的とした『災害図上訓練（DIG）風水害スキルアップ養成講座』を実施する。

・受講対象者は、これまでに災害図上訓練指導者養成講座を受けた受講者とし、

　受講後、地域で災害図上訓練を実施していただくことで、人材を有効に活用す

　る。
（３） 災害ボランティアコーディネーター養成講座　

　災害時における公助の取組みには限界があることから、ボランティアの役割は必要不可欠であり、各地から被災地に集まってくるボランティアをどう活用していくかなど災害ボランティアセンターの役割は重要である。

　この講座は、県と災害ボランティアセンターを設置する社会福祉協議会が共催し、災害時にボランティアのコーディネートを行える人材を育成するものである。
（４） 災害ボランティア連絡会議

　ボランティア関係団体等を集めた情報交換会を開催することにより、各団体の連携を深めるとともに、災害時の対策に備える。
（５） 災害時におけるボランティアセンター設置　 

災害が発生した場合の災害ボランティアセンター県本部の開設経費支援を行う。
	２　所要経費


（１） 災害図上訓練（DIG）指導者養成講座　　 　　　　　　　　　 　111千円　
（２） 災害図上訓練（DIG）風水害スキルアップ養成講座　　　　　　　616千円
（３） 災害ボランティアコーディネーター養成講座　　　　　　　　 　 71千円
（４） 災害ボランティア連絡会議　　　　　　　　　　　　　  　　　  81千円
（５） 災害時におけるボランティアセンター設置　 　　　　  　　　  165千円
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


Ⅰ 安心して暮らせるふるさと岐阜県づくり
６ 社会資本の安全性が高く、災害への備えが整った地域をつくる

・平時における地域の力を活用し、自助の実践を促進する

・地域では実施できない支援を推進する
	２　これまでの取組状況


（１） 災害図上訓練（ＤＩＧ）指導者養成講座
　平成21年度は、関市、瑞穂市で開催。参加者数１０６人
（２） 災害ボランティアコーディネーター養成講座
　県社会福祉協議会と協力して実施。
　平成21年度は、マネージャーコースを開催。参加者数３６人
（３） 岐阜県災害ボランティア連絡会開催
　平成21年度は、平成22年１月18日に開催。
（４） 災害ボランティアセンターの設置支援　
　　　　平成22年９月末現在実績なし。
	３　これまでの取組に対する評価


　災害図上訓練指導者、ボランティアコーディネーターなどの強化支援事業については、これまで継続して実施しているが、県民の自助・公助の取り組みを支援するために今後とも必要不可欠であり、継続して取り組む必要がある。

（１） 災害図上訓練（ＤＩＧ）指導者養成講座
　養成講座は平成１７年度から実施しており、今年度の災害図上訓練指導者養成講座におけるアンケートでは、受講者の85％が「興味を持てた」との回答を得ている。

　災害図上訓練は、平成21年度に17市町村の自治会等で実施され、計2,634人が参加している（H17年度～H21年度までの累計約17,200人）。

（２） 災害ボランティアコーディネーター養成講座

　災害時にボランティアセンターを運営するための講座を平成14年から実施しており、マネージャーコースには毎年30人程度、一般コースには92人（H20実績）の参加があり、資質の向上に寄与している。
（３） 岐阜県災害ボランティア連絡会

　構成団体の活動報告と共に意見交換を行っており、連携・協力関係の構築に資する会議となっている。
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳
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	分担金

負担金
	使用料
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	県　債
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